
「
岡
目
一
目
」

　

長
崎
の
平
和
記
念
像
は
、
右

手
を
上
に
挙
げ
左
手
を
水
平
に

伸
ば
し
て
い
る
。
作
者
の
北
村

西
望
は
「
右
手
で
雷

い
か
ず
ちを
制
し
、

左
手
に
鳩
を
」と
言
っ
て
い
る
。

雷
は
原
爆
で
鳩
は
平
和
の
象
徴

だ
。

　

こ
の
平
和
像
は
、
プ
ロ
レ
ス

ラ
ー
の
よ
う
な
堂
々
た
る
肉
体

美
で
、
こ
の
像
を
見
て
、
私
は

バ
チ
カ
ン
の
礼
拝
堂
に
あ
る
ミ

ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
作
「
最
後
の
審

判
」
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
を
思

い
出
し
た
。
あ
の
キ
リ
ス
ト
も

プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
の
よ
う
な
た
く

ま
し
い
肉
体
美
で
、
右
手
を
振

り
上
げ
て
い
る
。

　

ど
っ
ち
も
力
強
い
右
手
と
い

う
と
こ
ろ
が
気
に
な
る
。
平
和

や
正
義
は
、
強
い
力
が
な
い
と

守
れ
な
い
も
の
な
の
だ
ろ
う

か
。
左
手
で
鳩
を
集
め
て
い
る

だ
け
で
は
、
単
な
る
「
乙
女
の

祈
り
」
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
の

だ
ろ
う
か
。

　

中
国
の
海
洋
進
出
や
北
朝
鮮

の
テ
ポ
ド
ン
な
ど
を
見
て
、
憲

法
改
正
や
集
団
的
自
衛
権
の
見

直
し
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
右
手
の
使
い
方
だ
。

　

雷
を
制
す
る
平
和
像
の
右
手

の
先
を
よ
く
見
る
と
、
雷
除
け

の
避
雷
針
が
付
い
て
い
る
。　

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
　
催
事
の
お
知
ら
せ

『
地
中
海
世
界
展
～
ギ
リ
シ
ア
・
ロ

ー
マ
・
ペ
ル
シ
ア
・
エ
ジ
プ
ト
～
』

◇
日
時　

開
催
中
～
九
月
八
日

（
火
）
ま
で

◇
会
場　

光
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
中

山
町
）

◇
料
金　

入
館
料
が
必
要

『
華
道
池
坊
斐
太
支
部
　
花
展
』

◇
日
時　

七
月
四
日
（
土
）
～
五

日
（
日
）　

午
前
十
時
～
午
後
五

時◇
会
場　

文
化
会
館
三
階
講
堂

◇
料
金　

無
料

『
今
井
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
ス
ク

ー
ル
　
発
表
会
』

◇
日
時　

七
月
十
八
日
（
土
）　

午
後
予
定

◇
会
場　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

◇
料
金　

無
料

　

高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
習
っ

て
み
た
い
と
思
い
な
が
ら
二
の
足

を
踏
ん
で
い
た
方
々
に
、
気
軽
に

文
化
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
毎
年
秋
に
様
々
な
初
心
者

講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
講
座
も
文
化
会
館
で

開
催
し
ま
す
。
受
講
料
は
、
材
料

費
以
外
は
無
料
で
す
。
こ
の
機
会

に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

［
や
さ
し
い
詩
吟
］

　

漢
詩
・
和
歌
・
俳
句
等
を
、
声

を
出
し
て
吟
じ
る
、
分
か
り
や
す

く
や
さ
し
い
講
座
で
す
。
腹
か
ら

声
を
出
す
詩
吟
は
、
腹
式
呼
吸
の

活
用
に
よ
り
、
健
康
に
良
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

◇
日
程　

十
一
月
～
十
二
月
の
金

曜
日
、
全
五
回

◇
時
間　

午
後
七
時
～
九
時

◇
講
師　

日
本
吟
道
学
院
暁
友
会

飛
騨
本
部　

唐
澤
龍
宗

［
民
踊
・
新
舞
踊
］

　

飛
騨
の
民
踊
を
は
じ
め
、
全
国

の
民
踊
や
新
舞
踊
等
を
、
初
心
者

の
方
に
楽
し
く
踊
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◇
日
程　

九
月
か
ら
隔
週
木
曜
日

全
八
回

◇
時
間　

午
後
七
時
～
九
時

◇
講
師　

豊
飛
会　

中
田
豊
飛
真

　

木
版
画
に
よ
る
多
色
刷
り
年
賀

状
作
り
を
体
験
し
ま
す
。
初
心
者

に
限
ら
ず
、
今
ま
で
挑
戦
し
て
み

た
け
れ
ど
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た

方
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
程　

十
月
の
水
曜
日
、
全
五

回
（
一
回
目
の
み
木
曜
日
）

◇
時
間　

午
後
七
時
～
九
時

◇
費
用　

材
料
費　

千
円
程
度

◇
講
師　

木
版
塾　

大
門
孝
藏

［
祝
い
唄
　
め
で
た
］

　

高
山
の
祝
い
唄
「
め
で
た
」
を

学
び
ま
す
。
前
唄
、
本
唄
、
返
し
、

納
め
ま
で
歌
え
る
よ
う
指
導
し
ま

す
。
他
に
「
東
海
道
（
大
津
絵
ひ

だ
ぶ
し
）」
な
ど
を
学
び
ま
す
。

◇
日
程　

九
月
下
旬
～
十
月
の
土

曜
日
、
全
三
回

◇
時
間　

午
後
七
時
～
九
時

◇
講
師　

高
山
音
頭
会　

中
村
重

信［現
代
津
軽
三
味
線
］

　

現
代
的
な
旋
律
を
解
り
易
く
説

明
し
ま
す
。指
先
を
使
う
こ
と
は
、

認
知
症
予
防
に
も
役
立
つ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
音
楽
を
楽
し
み
、

自
分
を
明
る
く
し
て
く
れ
ま
す
。

練
習
用
の
三
味
線
を
ご
用
意
し
ま

す
。

◇
日
程　

九
月
～
十
月
の
土
曜
日

全
八
回

◇
時
間　

午
後
七
時
～
八
時

◇
講
師　

徳
山
流
藤
泉
会　

会
主

　

徳
山
藤
泉

　

お
申
し
込
み
は
、
八
月
十
三
日

（
木
）
ま
で
に
、
文
化
会
館
窓
口

初
心
者
講
座
の
ご
案
内

平
成
二
十
七
年
度

飛騨文芸祭

　文芸祭の締切が近づいて参りました。皆様の
創作活動の成果を、ぜひお寄せ下さい。

◇対象　飛騨地域在住・在勤・出身者
◇ジャンル　小説・戯曲・児童文学・随筆・エッセイ・
評論・現代詩（3篇）・短歌（10首）・俳句（10句）
◇応募方法　氏名（筆名）、住所、電話番号、ジャ
ンルを明記の上、郵送、メール又は文化会館まで
お持ちください。
◇締切　平成27年8月15日（土）　当日消印有効
◇参加費　無料
高校生以下の方もご参加いただけます。詳細は
文化協会（34-6550）へお問い合わせください。

作品募集中

に
て
配
布
の
申
込
用
紙
ま
た
は
ハ

ガ
キ
に
、
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
の
お
申
し
込
み
も
で
き
ま

す
。
な
お
、
お
申
込
み
人
数
の
少

な
い
講
座
は
、
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

［
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
］

〒
五
〇
六
―
〇
〇
五
三 

高
山
市

昭
和
町
一
―
一
八
八
―
一

（
一
社
）
高
山
市
文
化
協
会　

℡
三
四
―
六
五
五
〇

［
木
版
画
年
賀
状
］


